第５６回　府政情報室会議の概要
日　時：平成２２年３月１日（月）
・情報セキュリティ（個人情報の適正管理）対策について   13:23～14:37
場　所：府政情報室会議室

出席者：府政情報室長、広報課長、府民課長、情報公開課長

　　　［広報課企画Ｇ］広報課総括補佐、広報課課長補佐（調整担当）、広報課課長補佐（システム担当）
　　　［広報課広報Ｇ］広報課参事、広報課課長補佐（広報担当）
　　　［情報公開課情報公開Ｇ］情報公開課課長補佐、情報公開課主査

【情報公開課課長補佐】
　（資料に基づき、ルール案を説明）
【府政情報室長】
ルールの記載は、各部局が具体の作業をしやすいようにシンプルに記載してほしい。庁内又は各所属のシステムサーバーに移行・保管することが組織共用の最善の手法であり、業務上必要があるならば、その例外として外部記憶媒体があり管理簿を記載・利用するなどとすればよい。

【広報課参事】
外部記憶媒体に個人情報を含むデータを入れて持ち出すことが府庁であるのか。民間企業では考えられない。
【広報課課長補佐(システム担当)】
容量が膨大な場合に利用するケースがある。その場合は、万一に備え、暗号化しパスワード設定を行う。
【情報公開課主査】
（e-ラーニング教材について、別添パワーポイント資料の画面上映により説明）

【府政情報室長】
何点か注文したい。
・スライドの切り替え時に機械音を挿入
・各項目の最初のスライドは、他のスライドと違う背景を使用して切り替えを明示

・各出題のオブジェクトをそのまま表示して、その横に回答オブジェクトを表示して、問題と回答を見比べられて検討できるようにすること
・全10問を一挙に回答するのは、集中力が続くか疑問。長い印象を与えないように半分の出題が終わったら、折り返して残りが半分と分かるようなスライドを挿入

【情報公開課主査】
技術的に可能であるので修正したい。

【府政情報室長】
先ほどの新ルールも、出先機関の多い部局に意見を求めてから、このe-ラーニング教材に盛り込んで周知すればよいだろう。
